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巻頭言
小野良平［立教大学観光学部・学部長］
　2020年とそれからの数年は，後世のどのような年表にも記される特別な年となるでしょう．いうま
でもなく，新型コロナウィルス感染症（Covid-19）によるパンデミックとそれがもたらした世界規模での
社会の混乱，停滞です．疫病は人の移動と交流によって蔓延しますが，この人の移動と交流はそのまま
観光の本質ともいえる要素です．したがって当然ながら，観光は大きな，いや大き過ぎる影響を受けま
した．国際観光はほぼ消えてしまい，国内観光も大きく落ち込みました．ここ数年来，インバウンド観
光の急成長を軸に追い風にあった中で，観光のこの急停止を誰が予想できたでしょうか．
　10年前の東日本大震災の時もそうでしたが，こうした災禍はその時々の社会の抱える状況や問題を
顕在化させます．たとえば今回，テレワーク，オンライン会議／授業などを初めて体験する人が多かっ
たわけですが，もし30年前にこのパンデミックが生じていたら，社会の対応は全く違ったはずでしょう．
この30年ほどで情報空間が実空間とは別途飛躍的に発達し，これまであまりなじみのなかったことが，
やってみればそこそこできてしまいました（もちろん限界も多々ありましたが）．それが技術の問題だけ
でなく，かつてなく多くの人がそれに適応した，ないし強いられた点が今回の特徴であり，その結果，
人は移動し対面しなくてもそれなりにコミュニケートできることを知ることとなりました．
　それは観光にも直接関わってきます．たとえばこれまでは不可分であった観光と観光地（地域）の関係
はもはや自明ではなく，観光地の存在しない観光もあり得るという仮説がその是非は置くとして立てら
れます．そしてそれは観光と観光でないことの区別について，つまり観光そのものの意味についても従
来の理解の再考を促すことにもなります．実際に観光においても，ソーシャルメディアの浸透に代表さ
れるような情報空間の爆発的拡大は既に進行中でしたが，今回のできごとはそれをこれまでになく顕在
化させたようです．そうであれば観光がかつてなく停滞している中においても，当面の観光のあり方は
もちろんのこと，観光研究の課題は尽きないといえます．そうした中，実生活でも多々困難の続く状況
にもかかわらず，研究を継続し本紀要に投稿いただいきました著者の方々に感謝申し上げます．
　なお，今年度は観光学科の麻生憲一先生と客員教員のピーター・フックス先生が退職されます．麻生
先生には，観光経済学の領域において学生や大学院生をご指導いただき，その他学部および研究科の運
営に関しても多々ご尽力をいただきました．フックス先生には，観光ビジネスを多面的に論じていただ
き，学生に刺激を与えて下さいました．両先生の多大なご尽力にこの場を借りて厚く御礼申し上げます．
